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他人の畑で雑句ザク！


ドラゴン・ブルース


ドラゴン(松岡ヒロシ)




　この度はmurboさんに声をかけていただき、こちらにて書かせていただくことになりました、ドラゴン(松岡ヒロシ)と申します。以後、よろしくお願い致します。







　はてさて、これから何を書いていいやらと悩みつつ、これを読まれる方にご挨拶したはいいですが、ペンネームとはいえ名前でドラゴンはないだろうドラゴンは……そうですね、その通りだと思います。

　もし私が逆にこれを読む立場であれば、今やションベンどころか鼻水すら垂らさなくなった小学生も使うのに忍ばれるであろう、手垢にまみれたこのストレートな響き。何かしら突っかかる居心地の悪い、といいますか、そこはかとない不安を感じると思います。

「あ、今度転校してきた松岡です。ドラゴンって呼んで下さい」

　昔なら便所閉じこめ、今なら絶対ネットいじめにあってます。

　まずはそこからツッコんで、こんな風あんな風、風俗店に来た悪客みたくしつこくコネくり回し、帰りしな「お客さん、あんま調子に乗ると後アトが悪りぃぞ」と、従業員ドアからドス黒い人たちが出てくるまでネチネチ触りたくなると思うのですが、いかがでしょう。




　誰もが世界中の情報を瞬時に手に入れることができる、ケイブンシャ大百科シリーズでも予期できなかったこのマイコン近未来的時代において、いい歳をしたおっさんが中途半端にドラゴンと名乗るのは、あぁ季節の変わり目が毎月ある人なんかなというような、ささやかな終末感も胸のあたりに漂ようのではないでしょうか。




「21世紀になっても車は飛ばなかったけど、オマエのアタマはトンだんだな」なんてことを言ってくれる人も身近にいないので、

「自分のケツは自分で拭く！拭けなきゃ押せばウォシュレット！アナルは尻の大統領ーっ！だあーっ！」

　……やはり少々取り乱し気味ですが、このドラゴンというのは若い頃からのアダ名ですし、どうせここまで来たならば、これからも叫んでいこうかと、しばらく本名もカッコ付きでぶら下がってますが、こちらでもそのまま名乗らせていただきたいなと思っております。




　しかしまあ、おりますだのなんだのどうであれ、街なかで知人に見つかり「あれ？ドォーラゴ～ン！」などと大声で呼ばれれば、さすがに中年となった私も、ちょっぴり頬くらいは赤らめなくてはいけないのに、私にカスッてくる人々の視線が痛くとも、なぜに同時に誇らしく、通り向こうの知人へと「よお、リキちゃーん！」なぞとやれるのか。

　そりゃブルース・リーが好きだからに決まってるじゃないですか。




　本来ならば、このアダ名の由来の一つであるブルース・リーについて、渡米するまでは不良だったとか撮影時はこうだったとか、読み漁った本と他人の受け売りで彼について書けば、うすら何となく「お、なんかそれっぽい。オレも一躍ブルース・リーひひょー家だがや」といきたいところですが、やはり何と言っても、彼は人種国籍性癖を超えた永遠のヒーローです。

　数多くの人が作品について彼について書き、読み、振り仰いでいるところ、ドラゴン道仮3級の私が書くべき所はありません。

　しかしながら、「そんなこと言ってたら何もできない！やらぬ善よりやる偽善！ありがとう！全てにありがとう！」なんて、揃いも揃って頭にタオル、アースカラーの作務衣を着て、勝手に路上で同じような詩を書く人たちに怒られてしまいそうです。最近見なくなりましたが。

　せっかくの初回ということもあり、私とドラゴンということで今回は一つお付き合い下さいませ。




　ドラゴンといえばブルース・リー。夏の終わりにブルース・リー。最後の〆にはブルース・リー。いつもあったかブルース・リー。私もアマタおられる愛好家のご多分にもれず、少年期からよくモノマネをしておりました。

　例を出せば、「ドラゴンへの道」のワンシーンで、ローマの売春婦に誘われるがまま部屋に来てしまったブルースが、上半身裸のタワワな乳房をボイーンと出して現れた売春婦を見て、そのボイーンとした乳房から目は離さず「アワワ！」と逃げ帰るブルース。「ドラゴン怒りの鉄拳」でみせた敵城へ偵察のため電話技師に扮したブルースの小芝居。「死亡遊戯」の亡きブルースの声を吹き替えた、クリス・ケントなる人物による細～くて情けな～い怪鳥音。「燃えよドラゴン」では、手下をのっしのし処刑するヤン・スエをよくやっていました。

　あれ？最後のほうはブルース・リーじゃないぞ……？私のような凡俗が偉大なるブルース・リー愛を他人に伝えられるのは、所詮こんな程度なのです。




　このようにブルース愛を話すと、モワンと思い出してしまうのは、キッカケであります小学4年のある夜。日曜洋画劇場だったかで放送していた「ドラゴンへの道」を初めて観たことが全ての始まりでした。

　なんとなく世の中に溢れていた似たような作品や、人々のモノマネもあって、ブルース・リーといえば「燃えよドラゴン」のイメージで断片的に知っていましたが、なんだか恐ろしい空手俳優というボンヤリしたものでした。しかしこの夜、はじめてちゃんと観る本物のブルース・リーのカッコよさに圧倒され、まだションベン垂れグセが残っていた私は、文字通りチビってきっちり度肝をぬかれます。

　すっかりブルース・リーにハマッた私は、まだ出始めの頃に父親が借金して買っていたビデオデッキで、誰かが予約録画をしていたことに狂気乱舞し、次の日から親の目を盗んで何回も繰り返し観てはブルースのマネをし、「またアチョアチョ暴れてお前は！」と、これまた何回も繰り返し親から怒りの鉄拳を受けておりました。読まれている皆さんも似たような覚えがある方、いらっしゃるでしょう。




　それから程なくして、うちから自転車で15分ほどの所にあった、いつも「うーん、だっ！うーん、だっ！」という謎の機械音が聞こえる小汚い書店にて、ほんの少し人生が不自由な少年羨望の、ずんぐり分厚いマメ百科本のひとつである大全科シリーズに、「ブルース・リー大全科」というタイトルを発見しました。早速これを次の日曜日の全てをかけて、立ち読みで読破に挑戦。

　所々、床のシートが剥がれている書店の奥にあったスタッフ出入口の横に、ずっと同じボロボロになった文房具ポスターがベターと貼ってあり、その隣に趣味の本コーナーというのがありました。お目当である大全科シリーズはそこにありましたが、またそのコーナー付近はいっつも仄暗く、そしてどこからか伝わってくる下水の匂いが薄っすらあり、先ほどの「うーん、だっ！うーん、だっ！」の機械音もあって、小汚い店内でもひときわ陰気な場所でした。

　いつもレジ前に座り生気のない姿でダラリとしているおばちゃん店員に、一応は子供なりに気を使いながら、途中、食事休憩を挟みつつも足腰の痛みと戦いながら、じっくり読み終わりました。ふと、おばちゃん店員を見ると、片耳にイヤホンを差し込み、やはり相変わらずダラリとしながら、何をするわけでもなくレジ前に座っていました。

　600円だか700円だかのこの本は買えないのですが、50円落書き帳なら道端や自販機下からコツコツ集めたチャリ銭がポケットの中にありましたので、一度その50円落書き帳を手に取りました。レジに持っていこうと生気のないおばちゃんを見ていたら、来月のお小遣いをあてにして今度にしようと、何も買わずに店を出ました。

　結局、この「ブルース・リー大全科」はその後の人生でも買わずじまいです。おそらく人生はじめての5時間立ちっぱなしという労力を賭して読み終えたことで、ランナーズハイに似た、といいますか、何かを大きなことを成し遂げた達成感のようなものに、満足してしまったのかもしれません。

　それに、帰る道すがら感動して頭がクラクラしているのか、立ち読みで不自然な姿勢をしていたせいでクラクラしているのか、陰鬱な書店の空気に長く浸ってクラクラしているのか、いずれかはわかりませんでしたが、何か憧れの存在に少し触れられたかのような、えもいわれぬ恍惚感にも揺さぶられながら家に帰っていったことも覚えてます。その後に少し吐いてしまいましたが。




　こんなことをしながら、私がブルース・リーにハマッていたこの当時、時代的にクンフー・スターはもうブルース・リーではなく、昭和55年に起きた予備校生金属バット事件辺りから、明るい復讐モノの作品群で一躍有名になった、ご存知ジャッキー・チェンのほうが人気でした。私も「笑拳」が大好きでしたし、ちょうど「プロジェクトA」なんかが劇場で爆発的ヒットをしていた頃です。テレビでもブルース作品はちょくちょくやっていたようですが、やはり死人よりは生者、ジャッキーの下じきに一部の女の子もキャーキャーいっていたのが思い出されます。

　しかしジャッキーはこのプロジェクトA前後から、クンフー映画というよりもアクション映画というスマートな方向に転換していたこともあり、やはり私の中ではクンフー映画の大将はずっとブルース・リーでした。




　世の中ジャッキーはもちろん、ユン・ピョウ、デブ神の一人サモ・ハン・キンポーにより、空前の香港映画ブームはその後もますます加熱。それに比べブルース関係のものは、当然といえば当然ですが、全然ありませんでした。

　もちろん私もブームを楽しんでいましたが、ブルース・リー大全科を読んだことがしばらく頭にこびりついていて、香港映画のどこぞに新しいブルース情報の断片があれば、すぐに飛びついてブルース・リーと比べたり記憶に関連づけたりし、偽物主演のビデオソフトにまんまと騙されたりもしましたが、私が生まれた時にはもう亡くなっていたヒーローが、私の中で偉大なる存在としてムクムクさらに成長していきました。




　当時の私が住んでいた地域の小学生は坊主頭がトレンド、といいますか、半ば強制的に丸刈りにされていたので、刈ったばかりの頭をゴシゴシやりながら歩いてる小太りの少年を見ると、うす汚いおじさまやおばさまが「お、座頭市か。えらいさっぱりしてええやないか」と声をかけているのをよく聞いていました。その小太りの少年というのは、まあ私のことなんですがね。

　座頭市と聞けば、大全科でブルース・リーが勝新太郎の「座頭市」を非常に愛していたと書いてあったことも記憶に残っており、よく知らないながらもブルースが好きならばと、いつかは勝新太郎の映画を見たいなと思っていました。

　ブルースがマネしたがるんだから、それはそれはまあすごいんだろうなと頭の隅には置いてありましたが、ようやく自分で観る映画を選べる歳になり、何年かしてカラーの座頭市を観たら、なるほどこりゃ強烈だと、私の父親世代が夢中になっていたのがわかった気がしました。

　しかも兄貴の若山富三郎も、これまた とんでもない漢。なのに、カトちゃんケンちゃんごきげんテレビにも出てる！すごいぞこの兄弟！とますますなったわけです。

　その直後くらいに勝新太郎の「もうパンツは履かない」でお馴染みの、例のコカインパンツ事件があって、やはりこのおっさん、ブルースが目をつける通り一味も二味も違うなと、私の思春期に尊敬と爆笑をサラッていきました。




　話があっちこっち、何故か私のアダ名から勝新の話になってしまいましたが、ドラゴン→ブルース・リーをしゃべれば、同時期にあれだけ強烈な個性がそう遠くない香港と日本にあったのですから、どうしても勝新汁も滲み出てしまうのですね。実際、勝新太郎が日本人俳優をブルース映画をはじめ、香港や台湾映画界などに送り込んでいたのですから。凄い時代だったんですね。




　そういえば私がドラゴンと呼ばれるようになった経緯を書いてませんでしたが、まあそんなことはどうでもよくなりましたので、飲みの席にでも披露します。




　ブルース・リーが夭逝した歳なんかとうの昔に超えて、私のヒゲにも白いモノがだいぶ混じってきましたが、まだまだ「ドラゴンへの道」は遠いなと、ションベンだけはまた近くなった私の話を、今後とも温かい心で聞いてやって下さい。




　次回は季節過ぎの「怪奇特集・あなたの知らない世界」と私を予定しています。




　今さらですが……アヂァーアー！ホホホゥ！！





凌聖愚遊


＜りょうせいぐゆう＞

22-23


弾射音
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　新宿で待ち合わせをしていた洋子は、シックなワンピースを着ていた。精一杯、おれによく見られたいのだろう。おれと肉体関係になるのをまだ諦めてはいないらしい。おれも、男の姿のままだったら大歓迎なのだが。もちろん、奈緒美に対する罪悪感を感じないではないが。

　洋子は慣れた様子でモスコミュールをオーダーする。おれはうぶなふりしてバーテンダーに同じものを注文した。

「その探偵さん、どんな人なの？」

　洋子が訊く。おれは笑顔を作ってみせた。

「二十代後半の、割と若い探偵さんです。けっこうイケメンですよお」

「ひょっとして、付き合ってるとか」

「まさかあ」

　おれは笑った。

「その人には別に恋人がいるんです。ていうか、その恋人とあたしが友達関係」

「で、浅川のことをもう話したの？」

「はい」

　実に天真爛漫に、おれは頷いてみせる。洋子は途端に慌てた表情になった。

「困るわ！　その探偵さんに迷惑がかかっちゃう」

「大丈夫ですってば。しばらく考えさせてほしいって、言ってました」

「お願いだから、勝手なことはしないで」

「あたし、勝手なことはしてません」

　おれはむくれてみせる。洋子はまた慌てた顔になった。

「ごめんなさい。そういう意味じゃなくて」

「勝手なことはしてません。ただ、洋子さんが心配なだけです」

「……あ、ありがとう」

　洋子は情けない顔になった。

「でも、探偵さんに依頼するとお金がかかるんでしょ？」

「いえ、正式な仕事の依頼じゃないんです。友達の頼み事だから、ただでしてくれるみたいです」

「そんな。いずれにしても、一度その探偵さんに会わせてくれないかな」

「ごめんなさい。それは確約できません」

「どうして？」

「このところ、忙しいみたいなんです。だいいち、あまり顔を知られたくないみたいで」

「そっか」

「それより、浅川さんのことをもっと教えてください。その探偵さんが情報を欲しがってるので」

「どんな情報？」

「例えば、フルネームとか、住所とか、所属してる組の名前とか」

「わかった」

　おれは手帳とボールペンをバッグから取り出した。洋子が言うことを、そのままメモしていく。

「でも、くれぐれも無茶しないように言ってくれない？」

「わかりました」

　今夜の話はこれでおしまいだ。おれたちは割と早めに店を出た。

　洋子はまた、おれを送っていこうと言い張った。おれは断ったが、彼女は頑として言うことを聞かない。どうしても部屋に入れるわけにはいかない。住んでるところを知られるのも困る。しょうがないのでおれは彼女をひとけのないところへ連れていき、好きなだけキスさせた。彼女はそれで満足して帰っていった。正直なところ、おれもまんざらではなかった。経験豊富なせいか、彼女はキスが巧い。
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　ターゲットのフルネームと住所はわかった。所属の組事務所の場所もだ。あとは行動に移るだけ。いきなり乗り込んでいって、こてんぱんにするかな。だけど、割とがっちりした体格をしていたから、これは通用しないかもしれない。飛び道具を出されても困るし。ここはやはり、女の恰好して接近するか。

　翌日の夕方、おれは奈緒美のマンションに立ち寄った。

「誰？」

　またこれだ。少しは丁寧な物言いができないのかねえ。これじゃ、インターホンを押した奴が恐れをなして逃げていってしまう。

「おれだ」

「ああ、あんた。ちょっと待って」

　奈緒美はすぐに玄関のドアを開けた。おれの顔を見るなり、彼女は不機嫌な表情になった。

「なんだ。今夜は男じゃん」

「悪かったな。お前はいったい何を期待してるんだ」

「決まってるじゃん。美人で可愛い雅子ちゃん」

「ほざけ」

　おれは勝手に上がり込み、ソファにふんぞり返って煙草に火を点けた。

「コーヒーでいい？」

「酔っ払いたい気分だがな」

「残念。お酒は切らしてるの」

　奈緒美はコーヒーを淹れてテーブルの上に置いた。おれは煙草を吸いながらブラックで飲んだ。

　室内は、ドレスの生地で足の踏み場もなかった。部屋の隅のミシンにも生地が垂れ下がっている。

「何だ。仕事中だったのか」

「いいのよ。ちょうど一休みしようと思ってたから」

　奈緒美はおれの隣に腰を下ろし、自分のコーヒーに口をつけた。

「で、今日は何の用なの？」

「用がなきゃ来ちゃいけないのか」

「別に。いいわよ。ほんとはあたしといちゃいちゃしたいんでしょう」

「あ、今のその一言でやる気が失せた」

　奈緒美は笑った。だが、そのうちに二人とも真剣な顔になり、黙って見つめ合い、キスして、結局は一戦交えることになってしまった。

　終わった後、彼女はおれに訊いた。

「浮気調査はどうなってるの？」

「ちょっとややこしいことになってる」

「どんなふうにややこしいの？」

「今、浮気相手の女に女装して接近してるんだが」

　奈緒美は目を丸くした。

「どうして」

「女の素性の調査だよ。依頼主からは、浮気の経緯の調査も依頼されたんだ」

　おれは奈緒美に、洋子のことを話した。真一が洋子に貢いでいること、その金を浅川勇吉という男にかすめ取られていること、その金をおれが取り戻そうと思っていることも。

　奈緒美は呆れた顔をした。

「深入りしすぎじゃないの？」

「そうかな」

「それに、危ないんじゃないの？ その男、ヤクザだし」

「何とかしてやりたいんだよ」

「そういうおせっかいがいけないのよ。どうせ、女の恰好して接近するつもりなんでしょう」

「図星」

「で、あたしと相談しに来たってわけ？ あたしはいやよ。アシスタントの身分としては、あんたに危ない橋を渡ってほしくない」

「危ない橋なら、これまでにもいくつも渡ってきたじゃねえか」

「それがいやなの。あんたの無鉄砲なところが」

「ほっとけ。これがおれの性格だ」

　奈緒美は笑った。

「それより、晩ご飯はどうするの？」

「面倒だから、また中華のデリバリーにするか」

「いいわよ。でも、あんたの奢りね」

「どうしておれが奢らなきゃいけないんだ」

「だって、相談事を持ちこんできたのはあんたのほうでしょう」

「ちくしょ」

　てなわけで、おれたちは中華料理のデリバリーを取った。カニ炒飯、担々麺、エビチリ、ギョーザ、杏仁豆腐。腹いっぱい食って、観るともなしにテレビを観る。

「正々堂々と正面からアタックしたら？」

　奈緒美がつぶやくように言う。

「どうやって？」

「女の恰好して、その男のところへ行って、お金を返してくださいと言うのよ」

「ふんふん」

「で、返さなかったら、あんたの自慢の腕力でぶちのめす」

「冗談を言うな」

「何だ、冗談ってわかってるじゃん」

「でも、それしか方法はないかもな」

　奈緒美はソファから体を起こして心配そうな顔でおれを見る。

「頼むから危ないことはしないで」

「心配してくれるなんて、涙がちょちょぎれるぞ」

「だから、冗談はやめて」

「冗談を言ったのはお前のほうだろう」

「でも」

「心配するな。それに、いざとなりゃおもちゃがある」

「やめて！」

　奈緒美はいきなり立ち上がった。

「殺されるわよ」

「おれのほうが殺人犯になるかもな」

「おもちゃなら相手のほうがいっぱい持ってるわよ。そんなもの持って、相手に乗り込んでどうするのよ」

「だから、護身用だってば」

「だったら手を引きなさいよ。調査はもう十分したんでしょう。これ以上深入りするのはやめて」

「もう後に引けないんだよ」

　奈緒美の目がうるみはじめる。そのまま、おれに抱きついた。

「危ないことはしないと約束して」

「わかったわかった。約束するよ」

　嘘だ。おれは手を引くつもりはない。たとえ一銭の金にもならなくても、手を引くつもりはない。

　玲子と洋子のことを知ってしまった今となっては。




【つづく】




小説指南セレクト

【BLOGを活かす】


栗林元




　私は2004年から「読書記録゛（どくしょきろぐ）」というBLOGを続けている。

　昨今ではLINEやFaceBookなどのソーシャルメディアが主流で、BLOGを書かれている人は一頃より多くはない。ただ、作家修行をしている方にとっては、BLOGは文章力を維持するためによいツールである。今回は作家修行者にとってのBLOGの活用法を書いてみたい。




　小説と同様、BLOGも読まれてこそ意味がある。そのために、心がけていることを列挙する。




●コンテンツは自分の興味・仕事・日常に関することを中心に据えると続けやすい。

　私の場合、小説を書いたり読んだりする事が好きで、作品鑑賞に関しても一家言持っているので、「書評関係」。また勤務先だった広告会社でディレクター職などもやっていたので、「広告・マーケティング・WEB関係」を話題の中心に据えた。

　ネタがつきないようにする、と同時に専門性を持たせるわけである。




●身辺雑記はほどほどにする。

　少し考えればわかることだが、アイドルでも著名人でもない、市井の一私人の身辺雑記を読みたい人がいるだろうか？ただ、例外はある。身辺雑記を軽妙で気持ちのいい語り口で、さらに常人とは違うユニークな視点から語れる人なら、その人は読者を獲得できる可能性はある。




●しっかりとした記事にする

　これは私のささやかなプライドかもしれないが、自分のBLOGの書評や論評に関しては、いい加減なものは書かないようにしている。すべての記事に自分の作品への広告リンクを入れている手前、恥ずかしいものは書けないのである。

　そのかわり、気を抜かずに書いた記事はそれ自体をtwitterやFaceBookで多くの方にシェアしてもらえることが多く、本のささやかな売り上げはそれが稼いでいるといっていい。

　また、過去の記事自体がアーカイブとしていつまでもアクセスを稼いでくれる。私の「読書記録゛」に関して言えば、今でも毎月一番アクセスをかせいでいる記事は、2005年に書いたジョージ秋山さんのマンガ「ザ・ムーン」を紹介した記事である。




●定期的に更新する

　定期的に更新して読み応えのある記事をアップすることで、固定読者を獲得することができる。その際、更新告知をtwitterやFaceBookで行うことを忘れてはいけない。




　力あるBLOGを運用することで、自分の作品のアピールも可能になってくる。また、記事のコメントを通してご指摘や意見もいただける。

　作家修行中の方こそ、BLOGを上手に運用してほしい。




小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/










俺対拳骨ロボのスケッチ










　内容の代わり映えがしない恐縮はありつつ、作り方も載せてみようと思います。前回からざっとスケッチを描いておりまして、今回からはきちんと描いてみることにしました。手間はかかりますが、漫画を作る設計はやりやすくなりました。

　このスケッチを見ながら各コマのキャラクターのポーズをつけます。アニメーションは一切考えていないので動きの繋がりはほとんどないです。一コマずつレンダリングして、素材を作り、コマ割りにレイアウトします。コマのおおよその位置関係はスケッチを倣いますが、コマの中身を配置してからコマを切っているのでスケッチ通りの形にはなっていません。

　コマ割りまでできたら、擬音を書いて出来上がりです。擬音はスケッチを見ながらPhotoshopのペンツールで直接書いています。一発では書けていなくて、あとからバランスを修正しています。


花心

つちやまさみ



9月


白いフワフワの

花から

オレンジ色の

カラスウリ







花の名前／カラスウリの実



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【栗林元既刊本】



神様の立候補／ヒーローで行こう！
　平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか？ そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」（テレビ東京主催・日本経済新聞社後援）で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。 

　もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE






1988 獣の歌／他1編
　気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。 

　間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。 

　人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。 

　その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。 

　私（獣）とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。 

　他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U






盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）他2編
「盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）」 

　18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。 




「毛布の下」 

　少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。 




「尋ね人」 

　週一回のペースで､1年近く掲載され続けている尋ね人広告｡事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が､広告マン西本を翻弄する。 




　1990年代から2000年代前半にかけて書いた｢奇妙な味｣系の作品を集めた作品集である｡







　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK






薔薇の刺青（タトゥー）/自転車の夏
「薔薇の刺青（タトゥー）」 

「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。 

　日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。 

「自転車の夏」 

　青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。 

　一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。 

「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」 

　体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記


murbo／第22号の編集後記です。




murbo／今回の表紙の写真は……どこだったっけ？ 岐阜県にある白水湖です。一つの村が沈んでいる人造湖で、観光パンフレットで知りました。

水面くらいが撮れればよい考えでしたが、底に向かう階段があるのがわかり、何とも言えないドラマがあるなと思いました。




渡辺哲也（以下、渡辺）なんか北海道っぽいですねw

こんなトコあるんですね、行って見たいな。




murbo／道中、岐阜の道の駅を全部網羅するんじゃないかくらい立ち寄りましたよw

秋なんか紅葉がきれいじゃないかな。飛騨はいいですね。




渡辺／41と156で岐阜の道の駅は8割制覇できそうですねw




栗林／底に向かう階段＞＞＞  ジブリ作品的というか宮崎的な絵というか。




murbo／行ってみて分かったんですが、道の駅は場所によって相当温度差あって、殆どトイレ休憩所みたいなところから温泉施設までありました。道の駅で連載できそうですw

綺麗な風景だけを求めていったのに、階段をみつけて、なんだか重いなあ～と感じましたよ。




渡辺／ドラマが半端無いですね。




栗林／水底に沈んでるってのは、遠い記憶のメタファーになりそうで、それがドラマ感に通じるのであろうなあと。




murbo／ここの行く道中に御母衣ダムがありまして、そこも村が沈んでるんですけど、資料館があるんです。ここはそれもなくて、周囲は観測所みたいなのと休憩所ができていて、村の記憶を伝えるすべが感じられないので余計に重いです。




渡辺／近々行って見ようと思います




murbo／是非。

今回からドラゴンさんが参加です。




渡辺／以前、岐阜でお会いしたドラゴンさんですかね？




murbo／そうです。映像とか音楽とかも作っちゃうスーパークリエイターです。




栗林／ブルース・リーに人生を狂わされた一人としてうれしいです。




murbo／こんな感じでコラムが連載されます。




murbo／渡辺さんの妄想は、これ、映像作品にはならなかったんですか？




渡辺／残念ながら企画だけで終った？のかな。

アニメフェア？みたいなのでPVを作ってスポンサーを探すみたいな企画でした。




渡辺／2010年のニュースがありました

http://animeanime.jp/article/2010/10/23/7094.html




murbo／なんだか大きな話題だったんですね。




渡辺／そうですね～という訳でメインメカを次号の原稿で出します！w




murbo／まさかのものがこんなところで見れるとはw




渡辺／勿体無いので供養の意味も込めてw




murbo／分かります、供養大切ですね。




渡辺／成仏してないモノの方が多いですね




murbo／僕も供養するのがあるので、やっていこうと思います。




murbo／弾謝音さんの凌聖愚遊は22-23と今の連載の中で一番長寿だったりします。読んでねw




murbo／で、栗林さんはBLOGの活かし方。まじめに書かないといけないですねw反省ですよ

今日




murbo／僕は結局漫画風にしてしまったので時間かかってしょうがないです。




渡辺／あれは時間かかりますよね




murbo／フル3DCGで漫画とか狂気ですよw

使いどこ決めてバランスよく使うのがいいですねぇ。




渡辺／手書きと混ぜる？




栗林／いっそ、コマ運びとか展開とか、もっとマンガの文法を意識したものにしては？

見開きが使えないから無理かなあ。




murbo／一枚絵としては密度が上がって良いんですけど、勢いが全く無くなってしまうので、なんというか、もっと適当にしたいなと思うようになりました。




栗林／擬音とか効果線を手書きにすると、躍動感が出るかもね。




murbo／漫画を描く気はないので、漫画にはしたくないですね。文法を意識すると勉強になって、そうなると途端にダメ方向にむかうので、やりたくないのです。適当がいいですね。

見開きがないことは漫画である理由ではなくなってきているので、意識してないですね。今はコマ割りした印刷用の漫画をコマごとに刻んで一コマづつ表示する電子本漫画もあるので、漫画の表現方法はまだまだ変わっていくと思います。が、漫画のコマ割りしていることだけをテクニックとして採用したいので、たぶん今のままですねぇ。

あ、ドラゴンさんのトビラは全部iPadのSketch Bookというアプリで手描きしました。下書きから全部です。




渡辺／たしかにそれは有りますね、やってはいけない事と、しなければいけない事 が分かるのは制限を増やすことでもありますもんね～。




murbo／もう年なので、適当を意識しないとガチガチに固くなってしまうこともあります。

分かりづらい例えですけど、拾ってきたTB-303でトラック作る小僧みたいな感じが出せるといいですね。




渡辺／分かりづらいっていうか分からんすw




murbo／かつてのAMIGAでごりごり2Dアニメ作ってオンエアで流しちゃうみたいな。




渡辺／僕はワリと勉強しちゃうタイプかな、勉強しだして嫌になる事多いですけどねw




murbo／そこを適当にやりたいんですw 電子本もそうなんですけど、お手本がなさ過ぎて勉強しないとどうにもならないとかもありますが。

あ、思い出した。電子本の作り方自体を北極大陸でやるべきですよね。ハウツーやると売れるらしいですしw




渡辺／良いかも知れませんね～




murbo／適当と言いながら勉強する話も矛盾ですねw

そろそろ締めようと思います。皆さま今月もありがとうございます！

また次号も配信できるように頑張りましょう！主に僕がw
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